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関節ごとの角度差，運動中の PIP関節およびMP関節の角速度，運動中の DIP関節部の Jerk Costと Z変換
した Jerk Cost 値を用いた。また小球回転運動の安定性を考慮し，小球回転数と示指評価指標は，運動開始









































示指の運動のなめらかさを表す指標としての DIP関節部 Jerk Costでは，右手で時間軸，左手で群間の有意
な主効果を認めたが，交互作用は認めなかった。これは個人によって運動中の示指の動きのばらつきが大きい
ことが影響したと考えられる。 
Z変換した Jerk Costにおいて，右手では時間軸において有意な主効果が確認された。また，群間と時間軸に
おける有意な交互作用も認められた。多重比較検定の結果，介入群での介入前後，介入群と対照群の介入前お
よび介入後において有意差を認めた。 
左手においても，時間軸で有意な主効果が確認された。また，群間と時間軸における有意な交互作用が認めら
れたため，多重比較検定を行ったところ，介入群での介入前後，介入群での介入前と対照群での介入前および
介入群での介入後と対照群での介入後において有意差を認めた。 
以上の結果から運動観察によって右手のみならず左手においてもZ変換したJerk Cost値に有意な減少が起こ
る，すなわち運動のなめらかさが改善することが明らかとなった。 
これは運動観察により初期学習が図られたこと，運動観察により効果器非依存的な学習が促され，観察側のみ
ならず非観察側へも正の影響を与えたと考えられる。 
 結論 
 本研究により運動観察は両手間転移を引き起こすこと，運動学的視点から運動のなめらかさを改善させるこ
とが明らかとなった。 
